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コミッショニングで省エネ数値を設定
１年でエネルギーコスト大幅削減

日本語に訳すと「性能検証」。
建物を建てるとき、企画・設計・施工・運用の各段階にお
いて、発注者が設定した省エネなどの目標値（性能）が、
当初の予定通り実現するか、第三者が検証する仕組み。
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コミッショニングのプロセス
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Owner’s Project Requirement（設計要件）

基準建物より

２０％省エネ化



コミッショニング（Commissioning）
建物を建てるとき、企画・設計・施工・運用の各段階において、発注者が設定
した省エネなどの目標値（性能）が、当初の予定通り実現するか、第三者が
検証する仕組み。

名大インハウス型コミッショニング体制

発注者

設計・施工者



東 山 キ ャ ン パ ス 東 端

リ サ ー チ パ ー ク の 一 角

太 陽 ・ 地 球 ・ 水 循 環 な ど

環 境 関 連 の 研 究 所 が 入 居

地 上 ８ 階 建

延 床 面 積 7 , 0 4 7 ㎡
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彫の深いファサード

アースチューブ

エコシャフト

吹抜けによる
自然換気

階層別ゾーニング





外皮性能の検証（PAL値）
P A L 値 1 9 8 （ 極 め て 高 い ） 。

費 用 対 効 果 で 検 証 。



アースチューブの冷却・加熱効果と
エコシャフトでの温度上昇

10

夏季ピーク日：最大6℃の温度低下
冬季ピーク日：最大5℃の温度上昇

が期待できる

外気温度37.5℃
水平面全天日射量969W/㎡
エコシャフト内の温度上昇

６Fで約0.7℃
ほとんど無視できる
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アースチューブでの外気顕熱負荷の軽減効果を
顕熱交換器に置き替えて負荷計算に反映

設計用計算： 夏季50%、冬季30％
期間計算用： 夏季80％、冬季50%の顕熱交換効率を設定



アースチューブ内の流れの検討（構造の検討）
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・調達資材の環境性能（地場産素材、化学物質など）
・緑化、舗装計画（CASBEE外構緑被指数など参照）
・壁、床の遮音性能



←トイレ

←会議室

ラウンジ→

←コピー 吹抜

階段・EV→

↓パントリー

研究者同士のインフォーマルな交流空間



インタビューや行動観察による検証

中 央 の 吹 抜 け 周 辺 で 、 多 く

の イ ン フ ォ ー マ ル な 会 話 が 確

認 さ れ た 。

特 に パ ン ト リ ー で の 洗 い 物

が き っ か け と な っ て い る ほ か 、

会 議 室 と ラ ウ ン ジ の 連 動 し た

利 用 が 確 認 さ れ た 。



実験ゾーン：個別熱源、研究管理ゾーン：中央熱源
電力ピークカット
地下水利用、蓄熱式空調（非常時用水利用）
BEMSの導入（見える化）
全館LED照明



水冷ヒートポンプチラー
冷温水1次ポンプ
放熱ポンプ（放熱1次ポンプ、放熱2次ポンプ）

室外機（コンプレッサー）
室内機（ファン）

冷却塔
冷却水ポンプ（冷却水1次ポンプ、冷却水2次ポンプ）

熱源水ポンプ

＊定格能力×稼働時間

＊定格能力×稼働時間

＊定格能力×稼働時間

＊MicroHASP/TESの入力データから計算
＊日スケジュール・曜日稼働率・月稼働率を考慮

＊一般的な原単位から算出

冷却塔・冷却水ポンプシミュレーション

井水揚水ポンプ

FCU（ファン）

換気ファン

照明・コンセント

エレベーター・給排水揚水ポンプ

中央熱源系統シミュレーション

個別熱源系統(水冷)シミュレーション

熱源水ポンプシミュレーション

LCEMツール適用範囲LCEMツール適用範囲

熱源水（井水）

室外機

熱源（水冷HP）

冷温水ヘッダー

蓄熱槽（２槽）

冷却塔

室内機

熱交換器
熱交換器

熱交換器

空調ユニット

個別熱源系統 中央熱源系統

冷却水1次ポンプ

冷却水2次ポンプ

熱原水ポンプ

井水揚水ポンプ

冷温水1次ポンプ

放熱1次ポンプ

放熱2次ポンプ

ET冷却コイル

エネルギー消費量シミュレーション方法



目標値：基準建物の年間一次エネルギー消費量の20％減

基準建物のエネルギー消費量：2.32 GJ/㎡年
2.32×0.8＝1.86 GJ/㎡年（目標値）

研究所共同館のエネルギー消費量
設計段階のシミュレーション：1.94 GJ/㎡年
運用初年度夏期の実績値：1.92 GJ/㎡年

→マイナス16.9%の省エネ化
・・・一般的電気料金の約250万円分

運用フェーズにて、ユーザーマニュアルを配布したほ
か、機器の稼働状況や各部温度等、実績値の測定中。

運用改善で20％減を目指す。

2800.1 

2985.3 
7616.1 

266.2 

建物全体 [GJ] 
total : 13667.8GJ

照明・コンセント

エレベータ・
給排水揚水ポンプ

熱源関連機器

ポンプ・ファン


